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日本の資源と産業 名前

問1 東京都、大阪府、神奈川県、福岡県などの都市部や、観光業が盛んな沖縄県において、他の都道府県と比べて「産業別人口」に占める割合が非
常に高くなっている産業分類として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 福岡県公立入試 類似）

1.
農業や漁業を中心とした第一次産業

2.
情報通信技術に特化した第四次産業

3. 製造業や建設業を中心とした第二
次産業

4. 小売業やサービス業を中心とした
第三次産業

問2 日本の食料事情において、小麦などの主要な穀物の自給率が10％程度と低い水準にある現状と、その背景を説明したものとして最も適切なもの
はどれですか。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 国内消費の大部分を海外からの輸
入に依存しており、カロリーベース
の食料自給率を押し下げる要因とな
っている。

2. 米の消費量が増加したため、代替
品である小麦の自給率が相対的に低
下した。

3. 地産地消の取り組みが全国で定着
した結果、海外からの輸入を完全に
停止している。

4. 政府が小麦の国内生産を禁止して
いるため、意図的に輸入依存の体制
が作られている。

問3 日本の産業構造の変化において、製造業、建設業、鉱業を含む第2次産業の就業者数の推移について述べた文として、最も適切なものはどれです
か。 （2021年 愛媛県公立入試 類似）

1. サービス業や小売業とともに、戦
後から現在まで就業者数が一度も減
ることなく増加し続けている。

2. 1950年から現在に至るまで、農
業や漁業を上回る就業者数を一貫し
て維持し続けている。

3. 高度経済成長期に就業者数が大幅
に増加し、日本の経済発展を支えた
が、その後は減少傾向にある。

4. 運輸業や通信業を含む分類であり
、バブル経済崩壊後から急速に就業
者数を伸ばした。

問4 1980年代以降、日本の経済状況において「産業の空洞化」が深刻な問題となった要因として、最も適切な説明はどれですか。 （2020年 岡山県公立入試

類似）

1. 不況への対策として、政府が海外
製品の輸入を大幅に拡大させたため
。

2. 国内の消費を拡大させるため、政
府が海外企業の工場を積極的に誘致
したため

3. 貿易摩擦や円高への対応として、
企業が製造拠点を海外へ移転させた
ため。

4. 円安が進んだことで輸出が急増し
、国内の労働力が不足したため。

問5 近年、多くの農村地域で「農業の六次産業化」が注目されている背景として、農業経営における最大の目的は何ですか。その仕組みを踏まえて
説明したものを選びなさい。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 加工や販売の工程を農家が自ら担
うことで、農産物に新たな付加価値
を付け、農家の所得を向上させるこ
と

2. ドローンやAIを活用したスマート
農業を推進することで、労働力不足
を補い、生産量を大幅に増やすこと

3. 農産物の輸出を拡大するために、
食品加工会社を誘致して工業団地を
形成し、地域の雇用を創出すること

4. 卸売市場を通さずにすべての農産
物を自家消費に回すことで、食料自
給率の向上と地産地消を徹底するこ
と

問6 日本の工業地帯の統計において、年間の合計出荷額が60兆円を超え、その産業別内訳が「輸送用機械 42.4%、電気機械 11.9%、金属
11.3%」となっている地域があります。この地域の特色を説明した文として、最も適切なものを選びなさい。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 愛知県を中心に、自動車本体の組
み立て工場だけでなく部品工場など
の関連企業が多数集まっている。

2. 大阪府や兵庫県を中心に、戦前か
ら繊維工業や金属工業が栄え、現在
は高い技術を持つ中小工場が多い。

3. 東京都や神奈川県を中心に、印刷
業や情報通信機器の製造、化学工業
などがバランスよく発展している。

4. 岡山県や広島県などの瀬戸内海沿
岸に位置し、大規模な石油化学コン
ビナートや製鉄所が建設されている
。

問7 滋賀県の琵琶湖や島根県の宍道湖では、水産資源の維持を目指した取り組みが行われています。人工的に孵化させたニゴロブナの稚魚やシジミ
の稚貝を、一定の大きさになるまで育ててから自然の湖へ放流し、十分に成長した後に漁獲する漁業の形態を何といいますか。 （2023年

滋賀県公立入試 類似）

1. 遠洋漁業 2. 栽培漁業 3. 養殖業 4. 沖合漁業

問8 東日本大震災後の日本のエネルギー政策において、原子力発電への依存度を低減させると同時に、地球温暖化対策として普及が急がれている「
新エネルギー（再生可能エネルギー）」の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 太陽光・地熱・風力 2.
ＬＮＧ・バイオマス・シェールガス

3. 石油・石炭・天然ガス 4. 水力・火力・原子力

問9 東京から北へ向かう新幹線の路線網において、関東地方で埼玉県・茨城県・栃木県とともに新幹線が通過する県と、東北地方で宮城県・岩手県
・青森県とともに新幹線が通過し、関東地方から東北地方への入り口に位置する県の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2016年

富山県公立入試 類似）

1. 長野県と山形県 2. 栃木県と宮城県 3. 群馬県と福島県 4. 埼玉県と岩手県

問10 だいこんの生育には15〜20℃という「生育に適した温度」があります。東京都中央卸売市場などの統計において、6月から10月にかけて千葉県
産のだいこんの取扱量が減少し、代わって青森県産が急増して市場の供給拠点となる理由として、最も適切なものはどれですか。 （2019年

長野県公立入試 類似）

1. 青森県は冬の寒さを利用して野菜
を凍結保存し、需要が高まる夏季に
まとめて出荷する技術が発達してい
るから。

2. 青森県は高緯度に位置し、夏でも
涼しい気候であるため、だいこんの
生育に適した温度が保たれるから。

3. 千葉県は夏に雨が多くなるため、
だいこんの病害を防ぐ目的で、意図
的に出荷時期を冬に限定しているか
ら。

4. 千葉県は青森県に比べて夏でも気
温が低く保たれるため、より付加価
値の高い他の野菜の生産に注力して
いるから。

問11 日本における中国からの輸入状況について、総額が約2.7兆円であった1994年と、約19.1兆円に達した2014年の統計を比較したとき、中国から
の「衣類」の輸入額に関する説明として最も適切なものはどれですか。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 衣類が全体に占める割合が約30％
から約12％へと低下したため、輸入
額の実数も減少している。

2. 日本の国内生産が回復したことに
より、中国からの衣類の輸入額は19
94年よりも2014年の方が少なくなっ
ている。

3. 中国の経済成長に伴い、日本は衣
類の輸入を減らして食料品の輸入を
急増させたため、輸入額は横ばいで
ある。

4. 輸入総額が大幅に拡大したため、
全体に占める割合は低下したものの
、輸入額の実数そのものは増加して
いる。

問12 大阪府や兵庫県を中心に広がる工業地帯の特色について述べた説明として、最も適切なものはどれですか。製造品出荷額の内訳において、金属
、機械、化学がバランスよく含まれ、食料品や繊維の割合も一定の割合を維持している状況をふまえて答えてください。 （2024年 群馬県公立入試 類似）

1. 中京工業地帯 2. 阪神工業地帯 3. 瀬戸内工業地域 4. 京浜工業地帯


